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Analysis of metallo-s-lactamase producing gram-negative bacteria isolated from 2 
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菌血症 291症例の解析では、起炎菌は、 S. aureusが最も多く、次に腸球菌、カンジダ
属菌、コアグラーゼ陰性ブドウ球菌が続いた(表 3)0形態別では、グラム陽性球菌が 140
株 (48%) とほぼ半数を占め、グラム陰性梓菌が 119株 (41%)、酵母様真菌 26株 (9%)、
偏性嫌気性菌 16株 (5%) となった
表3 菌血症の起炎菌 (291症例)
Staphylococcus aureus 52 (18%) 
8taphylococci other than S. aureus 32 (11 %) 
Enterococcus spp. 42 (14 %) 
Streptococcus spp. 14 (5 %) 
Escherichia coli 21 (7 %) 
Pseudomonas aeruginosa 21 (7 %) 
Klebsiella spp. 21 (7 %) 
Enterobacter spp. 18 (6 %) 
Salmonella enteritidis 8 (3 %) 
Stenotrophomonas maltophilia 5 (2 %) 
Other Gram-negative rods 25 (9%) 
Candida spp. 26 (9%) 
Anaerobes 16 (5 %) 




また、菌血症の focusでは、血管留置カテーテルが 62例 (21%)と最も多く、次に腹腔
内感染 42例 (140/0)、手術部位感染 32例 (140/0)と続いている(表4)0
表4 菌血症の感染focus(291症例)
Intravascular catheter 62 (21 %) 
Intraabdominal 42 (14 %) 
8urgical 8ite Infection 32 (11 %) 
Respiratory 22 (8 %) 
Urinary Tract 19 (7 %) 
Gastrointestinal and Food Poisoning 11 (4%) 
Cardiovascular 9 (3 %) 
8kin and 80ft tissue 9 (3 %) 
Reproductive organs 5 (2 %) 
Bone and Joint 2 (1 %) 
Central Nervous 8ystem (0 %) 
















176 (63 %) 
70 (82 %) 
また介入により、全体の 30 日以内の死亡率こそ大きな変化はなかったが、最も頻度の
高い黄色ブドウ球菌による菌血症では予後の改善傾向が、またカンジダ属菌では有意差を
もって予後の改善が見られた(表 6)。
表6 介入による血液培養陽性例の予後への影響
30日以内の死亡???? ?
??
?
?
?
S aureus合
30.2% 
23.5% 
Candl'ida spp.対
56.3% 
24.0% 
2001年
2002年
合 N8，会*p<0.05
伽 8司
3. 結論
本研究の成果より、多くの臨床医が感染症及び感染対策に十分な知識を有していないこ
とが判明し、ガイドラインの有効性を高めるためには、感染対策チーム内に感染症の診断
治療について介入できる感染症専門医の存在が必須であると考えられた。本成果をもとに、
協議会感染対策ガイドラインや欧米の標準的な感染症診療のテキストに基づく感染症診療
への介入が医療コストや予後、耐性菌検出状況等にどのように関わってくるかを多角的に
評価する予定である。また、感染症専門医を中心とした前向き研究により、わが国独自の
感染症に関するデータやエビデンスを蓄積し、その結果ガイドラインをよりわが国の医療
の実情にあったものに修正することができるものと考えられる。
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